
2024 年度診療報酬改定に係る 歯科会員アンケート調査結果 

2024 年 10 月 31 日 
愛媛県保険医協会 

 

 本年度の診療報酬改定では、医療従事者の賃上げに係わる評価として「ベースアップ評価料」

が新たに創設されました。しかし、物価高騰による他業種での賃上げには及ばず、安心して医療

従事するためには基本料の値上げが必要です。10 月に実施しました会員アンケートの結果をご紹

介いたします。 
 
アンケート期間 2024 年 10 月 21 日～10 月 31 日 
アンケート方法 FAX 
アンケート回答 15 件 
 

問１ 先生の年齢               問２ 開業年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問３ 貴院の開設者        問４ 貴院の就業者数（常勤、非常勤含む） 人数を記載

 

 

問５ 歯科衛生士を雇用していない理由  
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問６ 下記の施設基準で届出しているもの （複数回答） 

問７ 2023 年 6 月～8 月と比較した 2024 年 6 月～8 月の患者数・請求点数などの変化 

① 受診患者数           ②保険収入         ③自費収入 

  

問８ 問 7 で「①増えた」、「②減った」変化量 

①受診患者数          ②保険収入         ③自費収入 

   

問９ 貴院における経営の見通しに係る考え 

① 今後の経営の見通しにかかる考え 
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② ①で「見通しが立たない」または「閉院する」そ の理由をお教えください。  

物価高騰などによる経費増 1 

後継者がいない      1 

年齢的・体力的に厳しい  1 

 

問 10 今回の歯科診療報酬改定に係る全体的な評価について 

① 貴院の経営にとって、今回改定の全体的な評価 

良かった    0 

どちらかといえば良かった 7 

どちらかといえば悪かった 5 

悪かった    0 

 ② 特に良かったこと、または、悪かったこと 自由記載 

(ア) 複雑になった点が悪かったと思います。 

(イ) 増収につながる香店ではなかった。取らない点数ばかり点数がある。 

(ウ) 細かくなった 

(エ) P 処、Cℓ 等の算定。C２Dの拡大など。 

 

問 11 本来の診療報酬改定の意義を発揮できるよう、初再診料の引き上げや医療行為の評価を中心と

した再改定を求めるか 

 
問 12 歯科医師、事務職員、院外歯科技工士を除く、医療スタッフの賃上げ対応として、歯科外来・在宅

ベースアップ評価料が新設されたことについて 
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問 13 貴院における職員への賃上げ対応について全体的な状況 

 

その他：国が定める年毎の基本給引き上げで良い。 

 

問 14 院外歯科技工士の賃上げ対応に関連して 

① 補綴関連点数が引き上がった理由が院外歯科技工士の賃上げ対応であることについて 

 

② 院外歯科技工士の賃上げ対応として主に補綴関連点数を引き上げたことについて 

 
③ 委託技工料に係る貴院における主な対応について 

 

その他：技工所の対応による。 
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問 15 歯科技工士連携加算の施設基準を届出した医院。当該点数を算定する場合の歯科技工所への

支払いについての状況 

 

その他 

その分技工士料が引き上げられた。 

算定する予定はない 

技工所の対応による 

 

問 16 か強診が廃止・再編され、口腔管理体制強化加算の施設基準が新設されたことについて 

 

 

問 17 クラウン・ブリッジ維持管理料において、銀合金および金パラによる金属歯冠修復（単冠）が対象

から外されたことについて 
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無回答
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問 18 貴院の経営への影響の観点から今回改定について、個別の評価 

① プラスの影響がでると思う項目について 複数回答可 

 

 ②マイナスの影響がでると思う項目について 複数回答可 

 

プラスの影響はほとんどない

改定の６月実施

初・再診料の引き上げ

歯科診療特別対応加算の適用拡大

歯リハ３など口腔機能の管理・指導に係る評価がされた

こと

口腔管理体制強化加算の施設基準ができたこと

診療情報等連携共有料２の新設

歯科訪問診療１の時間要件の撤廃

口腔細菌定量検査の対象患者拡大

非経口処の対象患者の緩和

外傷歯保護などでマウスガードの保険適用拡大

抜髄と生切時に麻酔薬剤料の算定可

歯科技工士連携加算の新設

光学印象法の保険導入

Ni-Tiロータリーファイル加算の条件から手顕微加の算定

がなくなったこと

CAD/CAM冠・インレーの適用拡大

ブリッジ支台歯の前装MCが５番まで適用

補綴物の対象から金属冠（単冠）が外されたこと

歯科矯正相談料の新設
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歯科訪問診療料の細分化による点数の引き下げ

口腔細菌定量検査の対象患者拡大

ブリッジ支台歯の４番、５番の前装MCの形成料の引…

補管の対象から金属冠（単冠）が外されたこと



問 19 医院経営の改善のために必要と考える方策。 

① 国の制度として必要な対策 ３つまで選択 

 

その他：医科と同じ初・再診料 

② 医院での対策 ３つまで選択 

 
問 20 「医療 DX 推進体制加算」の施設基準の 1 つである、本年 10 月以降のマイナ保険証の利用率に

よる 10 月以降加算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 その他、今回改定に係るお考えについて 自由記載 

① 医療 DX 推進導入加算 やり方が汚いと思います。 

② 問題は深刻で書けるようなものではない。 

③ ほとんどとらない点数ばかり、点数がついている。増収にはならない。 

④ マイナ実質強制、義務化を止めることができないことに日々不甲斐なさを感じています。 

⑤ マイナカードを持ってくるのは個人の自由で、医院の負担になってはいけない。 

0 2 4 6 8 10 12 14

患者窓口負担の引き下げ

診療報酬の引き上げ

新規技術の保険導入

歯科健診の充実

訪問診療のルール改善
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自費診療を増やす
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過去の受診者への働きかけ
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ICT機器の活用で業務を効率化
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